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飯山市公民館
Ins tagram を
始めました。
フォローを
お願いします

新規事業の計画も話し合われました

　

令
和
7
年
度
第
１
回
飯
山

市
地
区
館
長
・
公
民
館
職
員
合

同
会
議
が
４
月
11
日
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
飯
山
市

公
民
館
の
基
本
方
針
が
確
認
さ

れ
る
と
と
も
に
、
各
公
民
館
の

事
業
実
績
と
計
画
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

令
和
7
年
度
、
飯
山
市
公

民
館
で
は
「
前
例
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
自
分
た
ち
で
楽
し
い

こ
と
を
工
夫
し
て
や
ろ
う
」

と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に

公
民
館
活
動
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
事
業
計
画
発
表
で
は
、

地
区
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
受

け
て
開
催
す
る
新
規
事
業
や
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た

な
試
み
な
ど
に
つ
い
て
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

　

飯
山
市
地
区
公
民
館
長
会

正
副
会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、

会
長
に
太
田
公
民
館
の
酒
井

淳
一
さ
ん
、
副
会
長
に
木
島

公
民
館
の
小
出
清
美
さ
ん
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
付
け
で

新
任
・
再
任
と
な
っ
た
公
民

館
長
へ
辞
令
の
交
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

前
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
活
動
を

実施
報告

地
区
公
民
館
長
・
公
民
館

職
員
合
同
会
議
開
催

　

第
45
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

が
開
催
さ
れ
、
舞
台
部
門
は
4

月
13
日
に
飯
山
市
文
化
交
流

館
な
ち
ゅ
ら
で
、
展
示
部
門
は

4
月
19
日
、
20
日
に
飯
山
市

公
民
館
と
飯
山
市
美
術
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
部
門
は
朗
読
や
ダ
ン

ス
、
合
唱
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
が
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表

し
ま
し
た
。
展
示
部
門
で
は
、

作
者
が
来
場
者
に
対
し
て
自
分

の
作
品
の
解
説
を
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

実施
報告

飯
山
市
民

芸
術
祭
開
催

日
頃
の
成
果

発
表
の
場
にフラダンスの発表（舞台部門）

　申込先　太田公民館　 ℡ /Fax0269-65-4579問

信越トレイルを歩こう !

◆期　　日　７月６日（日）【小雨決行】
◆日　　程　8:00太田公民館集合～バスで出発地点へ～
　　　　　　16:00 頃までには太田公民館で解散予定
◆コ  ー ス　セクション 5（約 6時間　12.4km）
◆参 加  料　2,000 円（ガイド料金等含）
　　　　　　当日受付時にお支払いください。
◆定　　員　20名（先着順）
◆参加対象　体力に自信がある方、完歩出来る方
◆申込締切　6月 13日（金）
◆服　　装　トレッキングシューズ、体温調節のできる
　　　　　　服装、帽子
◆持 ち  物　昼食、おやつ、飲み物（1～ 1.5㍑程度）、
　　　　　　雨具、常備薬、携帯電話等

参加者
募集

2025

　飯山市ふるさと館 　℡ 0269-67-2030問

◆会　　期　6月 14日（土）～ 8月 24日（日）
◆場　　所　飯山市ふるさと館企画展示室
◆開館時間　9：00～ 17：00（入館は 16：30まで）

◆休 館 日　毎週月曜日（月曜祝日の場合翌平日）
◆入 館 料　大人 200円・小中学生 100円
　　　　　　 （市内小中学生は無料）

飯山市ふるさと館夏季企画展重要文化的景観選定10周年

小菅の重要文化的景観選定10周年

　飯山市ふるさと館 　℡ 0269-67-2030問

「文化的景観　小菅の里」

記念シンポジウム「みんなで語る　小菅の魅力とこれから」
お知
らせ

　小菅の国重要文化的景観選定 10周年に
合わせて、小菅の魅力や飯山市の文化的景
観の取り組みについて紹介します。

お知
らせ

◆日　時　６月21日（土）10:00 ～ 15:30
◆会　場　飯山市公民館講堂（入場無料）

◆内　容
午前の部（10:00 ～ 11:30）

◇中学生・高校生による学習発表
「ふるさと学習から学んだこと・ふるさとのこれから」
発表学校 : 城南中学校、城北中学校、下高井農林高等学校

午後の部（13:00 ～ 15:30）
◇パネルディスカッション
「小菅を知らない人が聞く小菅の魅力－委員・担当者が答
 えます !! －」

パネルディスカッション司会：鈴木幸香
　　　（長野県立歴史館学芸部総合情報課文化財専門員）
パネラー：梅干野成央 (ほやの しげお )
 　　　　 （信州大学学術研究院工学系建築学科准教授）
　　　　　鷲尾恒久（小菅区民代表）
　　　　　市民学習支援課文化財係事務局

◇基調講演
永井ふみ
（文化庁文化財第二課文化的景観部門文化財調査官）
「小菅の重要文化的景観選定
 10 周年～これからに期待する
 こと～」（仮題）

【
小
菅
は
文
化
財
の
宝
庫
】

　
小
菅
は
か
つ
て
飯
縄
・
戸
隠

と
な
ら
ん
で
北
信
濃
の
三
大
霊

場
と
し
て
信
仰
を
集
め
た
地
域

で
す
。
小
菅
山
の
草
創
に
つ
い

て
の
確
実
な
史
料
は
残
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
伝
存
す
る
「
小

菅
神
社
木
造
馬
頭
観
世
音
菩

薩
坐
像
」（
長
野
県
宝
・
左
下

写
真
）
が
平
安
時
代
後
期
の
作

と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
小
菅
山

信
仰
は
こ
の
頃
に
さ
か
の
ぼ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

中
世
に
は
小
菅
山
元
隆
寺

（
が
ん
り
ゅ
う
じ
）
と
し
て
多

く
の
僧
坊
等
を
も
つ
大
寺
院

と
し
て
隆
盛
を
き
わ
め
た
と
さ

れ
、
こ
の
頃
に
制
作
さ
れ
た
美

術
品
が
現
在
も
小
菅
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
小
菅
山
元
隆

寺
は
戦
国
時
代
に
灰
燼
（
か
い

じ
ん
）
に
帰
し
た
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
建
物
や
坊
院
が
再
建
さ

れ
、
さ
ら
に
近
世
に
は
飯
山
藩

の
歴
代
城
主
の
崇
敬
（
す
う
け

い
）
の
も
と
に
修
理
や
寄
進
が

行
わ
れ
、
多
く
の
宝
物
や
建
造

物
は
神
社
や
区
民
に
よ
り
維

持
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
美
術
品
の
ほ
か
、
小

菅
神
社
奥
社
本
殿
（
重
要
文

化
財
）
を
核
と
し
て
、護
摩
堂
、

講
堂
、
仁
王
門
（
い
ず
れ
も
長

野
県
宝
）、
菩
提
院
、
観
音
堂
、

里
宮
と
い
っ
た
宗
教
的
建
造
物

が
集
落
内
に
建
立
さ
れ
て
い
ま

す
。

〈
小
菅
の
文
化
財
〉

○
国
指
定
・
選
定　
3
件

○
県
指
定　

県
宝
7
件
、
県

天
然
記
念
物
1
件

○
市
指
定　

有
形
文
化
財
5

件
、
天
然
記
念
物
2
件
、

史
跡
1
件

　

6
月
21
日
㈯
に
小
菅
の
文

化
的
景
観
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は

下
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シリーズ

小
菅
山
の
文
化
的
景
観
〜

〜
小
菅
の

里
及
び

（
敬
称
略
）

【
新
任
地
区
公
民
館
長
】

飯
山
公
民
館
長　
三
井
康
幸

【
再
任
地
区
公
民
館
長
】

外
様
公
民
館
長　
春
日
光
雄

【
退
任
地
区
公
民
館
長
】

飯
山
公
民
館
長　
森
本
浩
正
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参加者
募集

申込先　飯山市公民館　℡ 0269-62-3342問

お知
らせ
「冬耳－この惑星（ほし）

　飯山市瑞穂地区在住の美術家、冬耳（ふゆじ）さんの
個展を開催します。冬耳さんの作品は、具象的な形を取
り入れつつ、非日常的で抽象性の高い精神世界を描き出
しています。近年は「人と自然の共生」をテーマに、キ
ャンバスの形が四角形から不定形へと変化し、色彩もよ
り鮮やかで明るいものになるなど、ダイナミックな進化
を遂げています。飯山市を拠点とする現代美術家の作品
を、老若男女問わず楽しめる機会を目指します。

7 秒前くらいの君　2023年

飯山市美術館 ℡ 0269-62-1501　月曜休館問

◆会　期　6 月 7日（土）～ 8月 31日（日）
◆入館料　大人 600円・小人400円

ロードバイク等の安全な
【
協
力
員
に
な
っ
て
】

　
令
和
６
年
度
「
は
た
ち
の
集

い
」で
協
力
員
を
務
め
ま
し
た
、

德
竹
奈
央
で
す
。

　
私
た
ち
協
力
員
は
、
春
か
ら

何
度
も
会
議
を
重
ね
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
会

議
で
は
、「
ど
う
す
れ
ば
み
ん

な
が
興
味
を
持
っ
て
楽
し
め
る

か
」、「
地
元
・
飯
山
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
も
ら
え
る
か
」
と

い
う
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら

企
画
を
練
り
ま
し
た
。
私
は
現

在
、
県
内
の
大
学
に
通
っ
て
い

ま
す
が
、
同
世
代
の
友
人
の
多

く
は
地
元
を
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
今
回
の
「
は

た
ち
の
集
い
」
を
機
会
に
、
地

元
に
帰
っ
て
き
た
友
人
た
ち
が

「
や
っ
ぱ
り
飯
山
っ
て
い
い
な
」

と
改
め
て
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
な
と
い
う
思
い
で
、

「
飯
山
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
大

会
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
一
問
一
問
、
協
力
員
み
ん
な

で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
内

容
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
当
日
は

多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
、
み
ん
な
が
盛
り
上
が
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
何
よ
り
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
協
力
員
と
し
て

関
わ
れ
た
こ
と
自
体
が
貴
重
な

経
験
で
し
た
し
、
み
ん
な
と
一

緒
に
素
晴
ら
し
い
会
を
つ
く
り

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

【
二
十
歳
を
迎
え
た
気
持
ち
】

　
こ
こ
で
、
二
十
歳
と
い
う
節

目
を
迎
え
た
今
、
改
め
て
自
分

の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
世
代
は
、
高
校
生

活
の
半
分
以
上
を
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
過
ご
し
ま
し
た
。
行
事
の

中
止
や
制
限
な
ど
、
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
こ
と
も
多
く
、
悔

し
さ
や
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る

日
々
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
て

無
事
に
二
十
歳
を
迎
え
、
大
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た

は
た
ち
の
集
い
協
力
員
を
終
え
て秋

津
地
区　

德
竹
　
奈
央

の
は
、
家
族
や
周
囲
の
多
く
の

方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
で
す
。

　

今
後
も
先
行
き
が
見
え
に

く
く
変
化
の
激
し
い
時
代
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
私
た

ち
を
見
守
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ

た
人
た
ち
の
よ
う
に
、
来
年
か

ら
社
会
人
に
な
る
身
と
し
て
、

次
は
私
た
ち
が
次
の
世
代
を
支

え
、
守
っ
て
い
け
る
存
在
に
な

り
た
い
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
お
世
話

に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
少

し
ず
つ
で
も
恩
返
し
が
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

協力員仲間と写る德竹さん（写真中央）

のうつわ－」 乗り方講習会

　通学やスポーツや日常でロードバイクを安全に乗
るための基礎講習会です。日頃のメンテナンスやロ
ードバイクの魅力なども含めての無料講習会です。
スポーツバイクに興味のある方、お集りください。

◆日　　時　6月29日（日）
　　　　　　13:30 ～ 16:00（ビデオ学習・実技）
◆場　　所　飯山市公民館
◆講　　師　日本スポーツ協会自転車公認コーチ
　　　　　　小林輝紀さん
◆対　　象　小学生以上（定員 25名）
◆準 備  品　バイク（ロードバイク以外も可）、
　　　　　　ヘルメット、短パンなど安全に乗られ
　　　　　　る服装
◆参 加  費　無料
◆申込方法　下の二次元コード、または飯山市公民
　　　　　　館へ電話でお申込ください。
◆締　　切　6月 20日（金）

市民公募合唱団参加者募集第７回いいやま音楽祭

　飯山音楽祭実行委員会では、昨年満席の皆さんにお楽しみいただいた「いいやま音楽祭」を今年も開催します。感
動の舞台を、楽しみながら 100 人の仲間と創り上げましょう！合唱経験の有無、年齢は問いません。奮ってご参加く
ださい。

参加者
募集

　飯山市文化交流館　なちゅら 　℡ 0269-67-0311 火曜休館問

◆期　　日　11月23日（日）　
◆場　　所   飯山市文化交流館　なちゅら大ホール
◆内　　容　第 1部　佐藤眞作曲「混声合唱のため
　　　　　　のカンタータ 土の歌」全曲演奏　土の
　　　　　　歌は “大地讃頌 ”を含む名曲揃い。今
　　　　　　回はピアノ版で完全演奏します。
　　　　　　第２部　宮澤等指揮、長野市交響楽団・
　　　　　　プロのオペラ歌手との共演「喜歌劇 こ
　　　　　　うもり」から「序曲・シャンパンの歌」、
　　　　　　ベートーヴェン交響曲第九番《合唱》
　　　　　　4楽章　ほか 

【練習予定】
◆合唱指導　清泉大学短期大学部　山﨑 浩教授
◆期　　間　6月から 11月まで月 2回（予定）
◆場　　所　飯山市文化交流館なちゅら

こちらからお申
込いただけます
→
（応募フォームが
  　　開きます）

参加者
募集
　飯山市ふるさと館 　℡ 0269-67-2030問

ぺったんぺったん 笹もち作り

　飯山の郷土食「笹もち」。田植えを終えた“田休み”
にあわせて作られるものです。みんなで力を合わせてお
餅をついたら、さあ、笹の葉に包みましょう！

◆日　　時　6月14日（土）
　　　　　　10:00 ～ 11:30
◆場　　所　飯山市ふるさと館
◆講　　師　いいやま食文化の会
◆対　　象　市内小学生以上
　　　　　　（大人・親子もご参加
　　　　　　いただけます）
◆定　　員　20名
◆材 料  費　400円
◆申込締切　6月 8日（日）

ふるさと館たいけん工房② 北信濃・オオルリシジミ観察会

　オオルリシジミは環境省絶滅危惧Ⅰ類に選定された
非常に希少な蝶で、九州では阿蘇地域、本州では飯山
を含め、長野県の数地区に生息しているといわれてい
ます。成虫の観察をとおし、オオルリシジミ保護活動
や里山保全の意義を学習します。

◆日　　時　6月7日（土）
　　　　　　9:00 ～ 12:00( 雨天中止 )
◆集　　合　9:00 飯山市公民館（バスで移動します）
◆対　　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
◆定　　員　25 名
◆参 加  料　無料
◆申込締切　6 月 3日（火）
◆協　　力　北信濃の里山を保全活用する会

　飯山市ふるさと館 　℡ 0269-67-2030問

参加者
募集
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時場時場

飯
山
公
民
館

℡
６
2- 

3
3
4
2

秋
津
公
民
館

℡
６
2- 

2
3
3
0

木
島
公
民
館

℡
６
2- 

0
5
5
5

瑞
穂
公
民
館

℡
６
5- 

2
5
0
1 

柳
原
公
民
館

℡
６
2- 

5
5
6
2

富
倉
公
民
館

℡
６
7- 

2
1
3
6

外
様
公
民
館

℡
６
2- 

1
０
２
９ 

常
盤
公
民
館

℡
６
2- 

3
2
0
0

太
田
公
民
館

℡
６
5- 

4
5
7
9

岡
山
公
民
館

℡
６
9- 

2
0
1
0

◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　

4
月
26
日
、
飯
山
公
民
館

運
営
審
議
会
お
よ
び
人
権
学

習
会
を
開
催
し
、
令
和
7
年

度
の
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◇
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
交
流
会

　

同
一
字
町
内
で
の
ペ
ア
に
よ

る
チ
ー
ム
で
の
競
技
と
し
、
一

つ
の
字
町
か
ら
５
チ
ー
ム
ま
で

エ
ン
ト
リ
ー
で
き
ま
す
。

　
6
月
8
日
㈰
午
後
１
時 

　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
　
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

　
5
月
29
日
㈭

　
飯
山
公
民
館

※
チ
ラ
シ
を
ご
覧
の
う
え
、
字

町
公
民
館
を
通
じ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交

流
試
合

　
字
町
対
抗
で
、
各
チ
ー
ム
１

試
合
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
参

加
チ
ー
ム
数
が
奇
数
の
場
合
は

2
回
試
合
を
す
る
チ
ー
ム
が
あ

り
ま
す
。

※
市
外
局
番　
０
２
６
９

　
６
月
22
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
開
会
式

　
長
峰
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　
多
目
的
広
場

5
月
26
日
㈪

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
観
賞

会
・
勘
介
山
古
墳
学
習
会

　

秋
津
恒
例
の
水
梨
子
沢
カ

タ
ク
リ
観
賞
会
・
勘
介
山
古
墳

学
習
会
を
、
4
月
19
日
に
開

催
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
清
水
岩
夫
先
生
に

は
見
ご
ろ
と
な
っ
た
カ
タ
ク
リ

を
は
じ
め
、
珍
し
い
リ
ュ
ウ
ノ

ヒ
ゲ
、
春
蘭
な
ど
春
の
植
物
や

自
然
な
ど
に
つ
い
て
、
楽
し
く

説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
澤
芳
宏
先
生
に
は

長
野
県
史
跡
で
あ
る
勘
介
山

古
墳
に
つ
い
て
、
北
信
地
方
で

は
数
少
な
い
前
方
後
方
墳
で
あ

る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
20
名
程
の
参
加
者
は
、
春
の

か
れ
ん
な
花
々
を
写
真
に
撮
っ

た
り
、
古
墳
が
作
ら
れ
た
昔
に

思
い
を
は
せ
た
り
し
な
が
ら
、

春
の
里
山
散
策
を
楽
し
み
ま
し

た
。

◇
第
33
回
木
島
地
区　
レ
デ

ィ
ー
ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

　

地
区
住
民
の
健
康
と
親
睦

を
目
的
に
、
大
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
6
月
22
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
開
会
式 

　
木
島
小
学
校
体
育
館

◇
第
16
回
木
島
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会

　
7
月
6
日
㈰

　
午
前
8
時
30
分
開
会
式

　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
場 

◇
看
板
設
置
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た

　
例
年
の
と
お
り
、
瑞
穂
管
内

文
化
財
史
跡
看
板
7
カ
所
の

設
置
作
業
を
4
月
13
日
に
行

い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
球
技
大
会
・
マ
レ

ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
区
民
の
体
力
向
上
と
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
左
記
の
両
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

①
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会

　
6
月
8
日
㈰

　
旧
東
小
学
校
・
湯
の
入
り
荘

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

②
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　
7
月
6
日
㈰

　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

※
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
詳
細
は

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇
柳
原
公
民
館
運
営
審
議
会

　

4
月
17
日
、
公
民
館
運
営

審
議
会
が
関
係
者
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
の

事
業
報
告
及
び
決
算
、
本
年

度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案

は
提
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

◇
柳
原
地
区
球
技
大
会

　
地
域
の
連
携
と
親
睦
を
深
め

る
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
期
日

は
6
月
1
日
㈰
、
会
場
は
旧
泉

台
小
学
校
体
育
館
で
す
。

◇
富
倉
公
民
館
運
営
審
議
会

　

4
月
12
日
に
開
催
し
た
公

民
館
運
営
審
議
会
で
は
、
原
案

ど
お
り
令
和
７
年
度
事
業
・
予

算
が
承
認
さ
れ
、
新
年
度
事

業
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
、
引

き
続
き
人
権
学
習
会
を
行
い

D
V
D
学
習
で
は
、『
わ
っ
か

カ
フ
ェ
へ
よ
う
こ
そ
〜
コ
コ
ロ 

ま
じ
わ
る 

ヨ
リ
ド
コ
ロ
〜
』
を

視
聴
し
、
S
N
S
に
潜
む
危
険

の
恐
ろ
し
さ
や
、
高
齢
者
や
外

国
人
と
は
お
互
い
に
顔
を
み
な

が
ら
対
話
を
す
る
こ
と
な
ど
を

学
び
ま
し
た
。

◇
富
倉
地
区
ド
ロ
ー
ン
教
室

　
現
在
、
ド
ロ
ー
ン
は
い
ろ
い

ろ
な
場
面
で
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
富
倉
地
区
で
も
何
に
活
用

で
き
る
か
を
学
び
、
今
後
に
生

か
せ
る
よ
う
に
学
習
し
ま
す
。

5
月
25
日
㈰

　
午
前
9
時
30
分

　
富
倉
地
区
活
性
化

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
前

※
後
日
各
家
庭
へ
配
布
す
る
チ

ラ
シ
か
ら
お
申
込
く
だ
さ

い
。

◇
外
様
公
民
館
運
営
審
議
会

　

4
月
13
日
に
外
様
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

令
和
7
年
度
外
様
公
民
館
の

事
業
計
画
と
予
算
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

◇
第
30
回
外
様
公
民
館
長
杯

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
球
技
大
会

6
月
1
日
㈰
午
後
1
時

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
天
然
記
念
物
「
黒
岩
山
」
観

察
会

　

外
様
公
民
館
・
飯
山
市
公

民
館
共
催
事
業
と
し
て
、
天
然

記
念
物
黒
岩
山
に
生
息
す
る
モ

リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ク
ロ
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
、
山
野
草
の
観
察
を

行
い
ま
す
。

　
6
月
15
日
㈰
予
定

集
合
場
所
・
時
間

飯
山
市
公
民
館

午
前
8
時
30
分

外
様
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

午
前
9
時

※
詳
細
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◇
第
35
回
常
盤
地
区
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
・
第
44
回
常

盤
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会6
月
14
日
㈯

　
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
公
園
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
場
・
戸
狩
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
（
予
定
）

※
両
大
会
と
も
詳
細
は
チ
ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
太
田
の
空
を
泳
ぎ
ま
し
た

　

4
月
26
日
、
専
門
部
員
の

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
太
田

公
民
館
の
駐
車
場
に
鯉
の
ぼ
り

を
飾
り
ま
し
た
。
太
田
の
空
を

バ
ッ
ク
に
、
大
き
な
鯉
の
ぼ
り

が
泳
い
で
い
ま
し
た
。

◇
令
和
７
年
度
太
田
地
区
球

技
大
会
の
お
知
ら
せ

　

令
和
7
年
度
太
田
地
区
球

技
大
会
は
、
諸
般
の
事
情
に
よ

り
中
止
し
ま
す
。

◇
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
本
年
も
6
月
4
日
か
ら
「
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
（
８
月
末
ま
で
の
予
定
）。

　
城
北
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
小
学
校
３
年
生
以
上

　
太
田
地
区
公
民
館
（
※
随
時

申
込
を
受
付
け
ま
す
）

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

総
会

　

4
月
12
日
に
公
民
館
運
営

審
議
会
総
会
を
含
め
た
岡
山

地
区
五
団
体
総
会
を
開
催
し
、

各
団
体
と
も
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
令
和
7
年
度
が
本
格
的

に
始
動
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
岡
山
地

区
人
権
学
習
会
を
行
い
、〈
家

庭
か
ら
振
り
返
る
人
権
「
話
せ

て
よ
か
っ
た
」〉
の
D
V
D
を

視
聴
し
ま
し
た
。
お
互
い
を
理

解
す
る
た
め
の
日
頃
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
い
か
に
大
切

か
、
自
分
の
家
は
ど
う
か
を
改

め
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　
各
種
事
業
に
つ
い
て
は
随
時

チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

勘介山古墳の入口ダイナミックに泳いでいました

◆期　日　① 7月 5日（土）
　　　　　② 7月 19日（土）
　　　　　（同内容で 2回開催します。どちらか 1回お申込
　　　　　 ください）
◆時　間　10:00 ～ 11:30
◆場　所　飯山市公民館　講堂
◆講　師　地域おこし協力隊　阿久澤はるかさん
　　　　　（柔道整復師・トレーナー）
◆対　象　小学生以上のお子さんと保護者（兄弟でのご参加も
　　　　　可。未就学のお子さんの同席も可能です )
◆定　員　各回 10組（応募多数の場合は抽選となります）

◆申込方法　電話または下記二次元コードから
　　　　　　お申込ください。
◆申込締切　6月 16日（月）

飯山雪国大学子育てセミナー

正しい姿勢を学ぼう！親子でストレッチ
参加者
募集
申込先　飯山市公民館　℡ 0269-62-3342問

　お子さんの姿勢チェック＆親子で体を動かしてみませんか？
　家でも実践できるストレッチをお教えします。

↑こちらからお申込い
　ただけます

時場時

場

時場時

場

時場〆申

場 時場時場

時場時場 時場時

場 時場時

場

時場対 場

時場時

申

時場時

時場〆

場 時場時
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図書館
ニュース

✿開館時間と休館日✿
 【開 館 時 間】
     火～金     9:30 ～ 18:00
     土・日・祝      9:30 ～ 17:00
 【休 館 日】
  月曜（祝日の場合は 翌平日 )・最終木曜
  年末年始 ・ 蔵書整理期間等

■の日は休館です

【市立飯山図書館℡0269-62-1118】

◇ 6月図書館カレンダー ◇
1 日
2 月 休館日
3 火
4 水 移動図書館車①北原 ･常盤
5 木 10:30 絵本とわらべうたの会
6 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
7 土 10:30 おはなしひろば
8 日
9 月 休館日
10 火
11 水 移動図書館車③温井 ･秋津
12 木 10:30 絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車④太田 ･富倉
14 土 10:30 おはなしひろば
15 日
16 月 休館日
17 火
18 水 移動図書館車①北原 ･常盤
19 木 10:30 絵本とわらべうたの会
20 金 移動図書館車②戸狩 ･西大滝
21 土 10:30 おはなしひろば
22 日
23 月 休館日
24 火
25 水 移動図書館車③温井 ･秋津
26 木 月末整理休館日
27 金 移動図書館車④太田 ･富倉
28 土 10:30 ～おはなしひろば
29 日
30 月 休館日

Instagram
随時更新中！

蔵 書 点 検 の た め 休 館 し ま す

この期間中は移動図書館車の巡回も休止となります

ピッ！

　休館中、本の返却は「返却ポスト」をご利用ください。
　返却ポストは図書館正面の玄関スロープ付近、または飯山市公民館か
らの通路にあります。ただし、ＣＤ・ＤＶＤといった視聴覚資料は破損
のおそれがあるため、図書館の開館日にカウンターでご返却ください。
　ご不便をおかけいたしますが、ご協力よろしくお願いします。

蔵書点検ってどんなことをするの？
　ハンディターミナルを使用して、図書館に所蔵されている約 14万点の資
料のバーコードを 1点ずつ読み取り、所蔵データと照合します。ここで照
合できなかった資料を調べて正しい書棚に戻したり、所在不明になってい
た資料が発見されることもあり、非常に重要な作業です。

5月 22日㊍～5月 30日㊎

蔵書検索・予約
※予約は事前にパスワード
　の登録が必要です

移動図書館
巡回日程表

　認知症を予防できる！　しかも
1日10分からの体操で！ と言わ
れたら、試してみたくなりません
か？
　認知症の科学的に正しい予防法
は「運動」+「知的活動」+「生活
習慣の改善」なのだそうです。
本書には、「脳のごみ」と呼ばれる
ものの効果的な取り除き方といっ
た、脳の老化とおそうじのこと、
イスなどで行う「自宅でかんたん！
脳のおそうじ体操」、脳のおそうじ
がはかどる暮らし方等がイラスト
や写真を交えて分かりやすく説明
してあります。
　ぜひ実践して健康寿命をぐんぐ
んと延ばし、人生を楽しく過ごし
ませんか♪

中央公論新社

旬の本☆話題の本☆意外な本旬の本☆話題の本☆意外な本

１
日
10
分
か
ら
始
め
よ
う
！

らいぶらり
ブックレビュー

えほんコミュニケーターおすすめ絵本

　ものがたり絵本『花さき山』を紹介します。
　主人公のあやは、祭りのごちそうをつくるために、山へ
山菜を採りに行って道に迷い、不思議なお婆さんと出会い
ます。そのお婆さんは、あやの名前や、いろんなことを知っ
ています。そして一面に咲いている美しい花々の訳も。
　「この赤い花はお前の咲かせた花だよ」
　「えーっ！　どうして？」
　家に帰って不思議なお婆さんが話してくれたことを家族
に話しても、信じてもらえませんでした。あやは再び山へ
行ってみました。お婆さんに会えたでしょうか。
　斎藤隆介のものがたりと、滝平二郎の美しい切り絵が、
人の心の美しさを静かに感動的に伝えてくれます。宮澤 貴美代さん

　“この世の中、力が強い者が勝ち。一番なんだ ”
　かつては最強だったティラノサウルス。力こそが大事と
いう考えは、老いた今、若さ故の愚かさだったと気づく。
なにくそと思っても体はいうことをきかない。そんな時、
小さなトリケラトプスの子どもに出会う。
　若さ故の愚かさ、一途に慕う者の強さ。それらを知った
時、強い愛が芽生え、自己犠牲を払う事となった。その自
己犠牲を受けた者は、それを大きな愛として受け取り、次
世代へ縁として紡いでいく。
　“ありがとう、僕もおじさんみたいに助ける人になるよ
‼ ”温かくほろりとする恐竜たちの物語です。常田 貴志子さん

『ぼくにもそのあいをください』 宮西達也 /作・絵　ポプラ社
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浦上克哉 監修

『花さき山』  斎藤隆介 /作　滝平二郎 /絵　岩崎書店

新
館
長
あ
い
さ
つ

おでかけおはなし会いい山えほんコミュニケーターの

日 程：6月 14日㈯　10：00～ 15：00
場 所：道の駅 花の駅千曲川 デッキスペース

　絵本で育てるまちづくり事業

　3～4回のおはなし会を予定しています。詳しくはHP・インスタグラムで♪
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えほんコミュニケーター第 2 期生募集 !!
　図書館では、絵本の読み語りを通じ、絵本の世界や魅力を伝える「いい山えほん
コミュニケーター養成講座」を開催します。
　講座受講後は、えほんコミュニケーター第２期生として絵本の読み聞かせ活動を
行っていただきます。募集案内など詳しくは図書館HPをご覧ください。
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